呼吸器感染症の起因病原体遺伝子同時検出

【目的】　インフルエンザの早期診断は迅速な治療を行う上で重要であり、同時に呼吸器感染症起因病原体の検出動向を知る要望が増してきている。培養なしで呼吸器感染症の代表的な細菌種とカゼ症候群ウイルス、インフルエンザウイルスを同時に遺伝子検出する検査システムを用いて、起因病原体検出を試みた。
【方法】　Seegene社のマルチプレックスPCR/RT-PCRキット3種(Seeplex® RV12, PneumoBacter, Flu-A/B typing)を利用し、島津製作所のマイクロチップ電気泳動装置「MultiNA」を用いて検出した。DNA/RNA抽出は鼻腔ぬぐい液をエスプライン®A&B-N(富士レビオ社)またはラピッドテスタ®FLUスティック(積水メディカル社)を用いて迅速診断に供した残液(100~150μL)にRNA安定化溶液を３倍量加えて－20℃に保存したものを解凍後、Magtration System 6GC (Precision System Science社)を用いて行った。

【対象】　09年9月から12月、2010年2月の慈恵医大柏病院に主に外来受診した患者56名（小児科27名、内科系22名など）である。09年9月－12月は主に小児科からの検体であった。
【結果と考察】　検出キット3グループ (肺炎起因細菌群、インフルエンザウイルス： Flu-ApdmH1, H3, Seasonal H1, A(MP), B(MP)、カゼ症候群ウイルス) 別に集計したところ、最多検出の起因病原体はS. pneumoniae  18例であった。パンデミック時(09年9－12月)はFlu-ApdmH1が多かったが、終息後はそれに代わってRSウイルス/ S. pneumoniaeの検出が増加した。ウイルス/細菌の複合感染が多く見られた。
